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保育所における離乳の進め方に関する提言

母子保健研究部　水野清子

　要約：社会の要請に伴って、保育所の機能や内容も変化しつつある。少子化現象が進む

なか、保育所に入所する児童数は年々減少しているが、そのような状況下で零歳児の入所

割合は僅かながら増加している。厚生省では保育所における1～2歳および3～5歳児の

栄養給与目標に関する詳細な通知を出しているが、その中で零歳児のそれは漠然としたも

である。しかし、これまでの調査から、保育所における零歳児の授乳、離乳食の供与には

種々の問題が認められている。そこで、改定r離乳の基本」　（厚生省通知）と1～2歳、

3～5歳児の給食基準通知を参考にして、保育所における零歳児の望ましい喫食率、栄養

給与目標、食事・授乳のスケジュール、合理的な献立作成の方法を勘案した。今後、これ

らの結果は保育所における零歳児の給食に役立つものと思われる。

見出し語：保育所給食、零歳児の食事、栄養目標、授乳・離乳食の計画、献立作成例
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1．緒言

　近年における少子化現象に伴って、保育所の機能も内

容も変化しつつある。社会福祉施設等調査報告nに示さ

れている年齢別保育所入所児童数の推移をみると、その

数は年々減少しているが、零歳児の比率は僅かであるが

増えている、育児休業法が制定されたものの、保育所に

おける育児支援は就労する母親にとって心強い援軍であ

る。しかし、筆者らのこれまでの調査2》によると、生活

の大半を保育所で過ごす零歳児にとって乳汁や離乳食の

供与状況は必ずしも満足の得られる状態ではなかった。

　これまでアトピー性皮膚炎を持っ児に誤った除去食を

行うと、成長が阻害されることが報告されており3’4，、

飯倉らの保育所に通所する子どもを対象にした調査5》に

おいても同様な結果が認められている。乳幼児期は成長

が速やかな時期であるがゆえに、栄養や食事の影響を強

，く受ける。これはこの時期における栄養や食事の重要性

を示唆していると思われる。

　平成7年にr離乳の基本」が改定され6》、現在、市町

村における乳児健康診査の際には、これを基に離乳指導

が展開され、乳児を持っ保護者にはかなり浸透しはじめ

ている。そこで、改定r離乳の基本」6）を基に、保育所

での離乳の進め方の検討を行い、零歳児保育に役立てた

いと考えた。

II．研究方法

1．保育所における離乳の進め方の検討

　改定r離乳の基本」6，を基に、保育所での離乳の進め

方を検討し、その指針を策定する。

2。保育所での栄養給与基準の検討

　保育所で過ごす時間を考慮し、厚生省から発表されて

いる1～2歳児、3～5歳児の栄養給与基準7》を参考に

して、零歳児の栄養給与基準の算出を試み、離乳食、乳

汁に関する具体的な供与法を考案する。

3．合理的な離乳食献立作成の検討

　r離乳の基本」6）に示されている食品構成を基に、上

記（2）で考案した栄養給与基準を基に、合理的な献立

作成の手段を検討する。

皿．研究結果および考察

1．離乳の進め方の検討
（1）離乳の準備

一般に、離乳を開始する1～2か月前に、乳児に果汁

やスープ類を与え、乳汁以外の食物の味を経験させたり

スプーンで飲むことに慣れさせる。産休開けから保育を

開始している場合には、保育所の入所月齢が丁度この時

期にさしかかる。保育所が就労する母親達の育児支援を

行うことを建前にするのであれば、これらのものを保育

所で与えることが望ましい。それゆえ、保育所でこれら

を如何に供与するかを考えなければならない。

　生後2～3か月になったら果汁の供与を開始したい。

果汁は水分補給の役割も果たすので、離乳期乳児と同一

の時刻に与えると果汁を作る手間を省くことができる。

果汁の種類により浸透圧の高いものがあるので、いずれ

の果汁も離乳開始時までは2～3倍に希釈したものを与

える。

　スープ類は生後3～4か月頃になったら与える。離乳

準備期の乳児用に特別に調整するのではなく、1～2歳

児および3～5歳児用の汁物（野菜スープやみそ汁の上

ずみ）を希釈したものを流用する。従って、与える暗刻

は午後の授乳時刻の間になろう。スープ類は毎日与えな

ければならないものではないので、1～2歳児および3

～5歳児の献立に合わせれば良いと考える。

（2）離乳の開始

　改定r離乳の基本」6⊃では、発育が良好な場合には、

生後4か月から離乳を開始することができるとしており

現在、このような状況下にある乳児は少なくない。しか

し、保育所では食物アレルギー児に対する除去食の対応

、さらに0－157による食中毒力溌生して以来、調理関係

者の業務量が増え、また、調理過程が繁雑化している。

そのような現状を考慮すると、保育所での本格的な離乳

の開始月齢は生後5か月に統一することが妥当であると

考える。生後4か月台に離乳の開始が可能で、しかも保

護者が開始を希望する場合には、保育所と家庭の密な連

携のもとに、母親の休日に家庭で離乳のトレーニングを

行う程度で離乳食を供与することが望ましいと考える。

　5か月における離乳の開始、その後の進め方は、改定

r離乳の基本」6｝に準じる。

（3）離乳初期後半から中期（1日2回食）

　順調に成長している場合には、生後6か月から離乳食

を1日2回供与する。母子双方にとって保育所で離乳食

を2回供与することが望ましいが、筆者らの調査による

と8》、6か月において離乳食を2回供与していたところ

は17．7％に過ぎず、離乳中期になるとその割合は33～35

％に増加するものの、60～63％は1日1回であり、3回

食になる離乳後期においても61～67％のところでは離乳

食を1日1回供与するのみであった。このような実情を

踏まえると、保育所での離乳食供与は1回に留まるのふ
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もしれない。しかし、各月齢に適切な多種類のベビーフ

ードが出回っている折、それらと1～2歳児、3～5歳

児食を上手に利用して、保育所で離乳食を2回供与する

方法も検討することが望ましい。やむを得ず保育所で1

回食の場合には、2回目の食事は降園後、家庭で供与す

る。

（4）離乳後期（1日3回食）

　1日3回食へ進める離乳後期において、保育所での食

事供与回数を1回とするならば、登園前の早朝と降園後

に離乳食を供与するか、または、降園後に2回供与する

ことになる。後者の方法は乳児の消化力や生活リズムを

考慮すると、決して望ましい方法とは言えない。そうで

あるとすれば、家庭の協力を得て保育所と家庭双方の密

な連携の下に、乳児の授乳および食事時刻の変更を考え

ることが妥当であると思われる。一般にr普通3回食形

式」と呼ばれる朝食、昼食、夕食のパターンに変えて、

午前に果物（または果汁）を、午後と就寝時に乳汁を与

える方法に変える。この中、保育所では午前の果物（ま

たは果汁）、離乳食（1回）、乳汁（2～1回）を供与

する。

（5）離乳の完了

　改定r離乳の基本」6⊃では、12か月から3か月間（場

合によっては6か月闇）をかけて離乳を完了する形をと

っている。この間に生活も、また、食生活も安定するも

のと思われる。

　保育所における離乳食実態調査によると8）、12か月に

なると52％の保育所では1～2歳食へ移行させ、それ以

前に移行させると回答したところが26．6％認められるな

ど、1～2歳児食への移行時期が早すぎる傾向力溜めら

れた。保育所保育指針9）に示されている子どもの発達を

踏まえた年齢区分に食事の進め方を重ね合わせると、離

乳の完了期を1～2歳児食への移行期と考え、それなり

の対応を行うことが妥当であると思われる。

　これまで離乳初期、中期と同じ時刻に離乳食や乳汁を

与えてきた場合には、上述の離乳後期のr普通3回食形

式」に移行させる。

2．保育所での望ましい喫食率の検討

　近年においては、早朝からの保育や延長保育を行って

いるところがみられるが、本報では社会福祉施設等調査

報告1）に見られる保育所の開所および閉所時刻を参考に

して、保育時間を7時台から17時台迄の場合をモデルに

喫食率の検討を行った。

　上述の離乳初期から完了期までの進め方をもとに、授

乳および離乳食時刻を中心に、保育所における望ましい

喫食量についての枠付けを試み、それを表1に示す。2

～4か月の乳児には保育所で2回の授乳と果汁を供与す

ると、保育所での喫食率は1日の栄養目標量の約40％を

占めることになる。離乳初期から中期の乳児には、離乳

食1回、乳汁2回（この内、1回は離乳食と組み合わせ

る）と果汁とで1日の栄養目標量の45％を給与する。離

乳後期では午前中に果物程度の軽い間食、昼食、それに

乳汁1回（9～10か月では離乳食の後に乳汁を与え、乳

汁は2回となる）で45％を、完了期では1～2歳児に合

わせて昼食と午前、午後の闇食とで50％を給与する方式

を設定した。

　保育所における1～2歳児の栄養給与目標7）は、児童

福祉施設における栄養所要量の50％を給与することとし

ている。表1に示したように零歳児の保育所での喫食率

は離乳初期から後期までは45％、完了期で50％となり、

1～2歳児の給与目標（50％）に都合よく連動している

と考える。

3．保育所での栄養給与基準の検討

（1）保育所における零歳児の栄養所要量の検討

　厚生省通知のr児童福祉施設における年齢別・性別栄

養所要量」7》によると、乳児についてはr荷重平均栄養

所要量によらず、乳児ごとの月齢段階別栄養所要量を用

いること」とされている。そこで、第五次改定日本人の

栄養所要量に示されている乳児のエネルギー、たんぱく

質所要量（いずれも乳児の体重1㎏当たりで表示されて

いる）を基に1日の所要量を算出し、それを栄養給与目

標の基準とした。表2に改定r離乳の基本」を策定する

際に用いられたものを示す10｝。これは平均的な発育を

示す乳児を基に策定されているが、表中に示されている

ように、エネルギーもたんぱく質もかなりの変動幅が組

み込まれている。それゆえ、離乳食の献立を作成する段

階で個別対応を行わなくても、標準的なものを作成して

それに基づいて調理し、実際に乳児に与える時に児の発

育、食欲、動き方等を考慮して調節をすればよいと考え

る。

（2）栄養給与量の検討

　表2に示した乳児の1日の栄養所要量（概量）とr離

乳の基本」の区分を基に、保育所での栄養給与目標を設

定した（表3）。5～6か月台の児では表中に示したエ

ネルギー、たんぱく質量を乳汁（2回）、離乳食（1回

）、果汁で補う。7～8か月台も離乳初期と同様に考え

る。9～11か月の児では離乳食1回と乳汁（2～1回）

、果物、場合によっては乳児用菓子類で補い、12か月～

18か月児では1～2歳児と同様に午前と午後の間食、昼

一175一



日本子ども家庭総合研究所紀要　第34集

食で補うようにする。

　（3）食事、乳汁量、間食の枠組み

　離乳食の1食当たりの栄養量基準はr離乳の基本」策

定時の基準期に従った。その値を表4に示す。また、

果汁のおおよその供与量および果汁100ml当たりのエネ

ルギーおよびたんぱく質量もr離乳の基本」策定時の資

料を用いた。いずれの月齢においてもその枠組みは、理

論的に保育所での栄養給与目標から離乳食と果汁の栄養

量を差引き、残りを乳汁で補う形をとればよいことにな

る。このような方法で算出した乳汁由来のエネルギーお

よびたんぱく質を基に、これらの栄養量を供給する乳汁

量を算出した脅その値を表4の右欄に示す。保育所で供

与する乳汁の回数が減少する10か月以降では、その一部

を軽い菓子類、果物などの間食で補ってもよい。このよ

うな考え方により策定した食事、乳汁量、間食の枠組み

を表5に示す。表4に示した離乳食の栄養量を基準に調

．理した離乳食、果汁量、表5に示した乳汁量を基に保育

所での食事計画を立て、それに乳児それぞれの個人差を

加味すれば良いと考える。

4。合理的な離乳食の献立作成の検討

保育所などの集団施設で複数の乳児を扱う場合には、

離乳期乳児のために各月齢別に献立を作成し、調理する

ことは手数の上から困難であり、また、それ程、細分化

する必要はないと考える。以下に述べる方法で合理的に

行う必要があろう。

1）離乳期乳児のみを対象に献立を作成し、調理する場

　合
乳児が各月齢毎に散在し、1～2歳または3～5歳児

の食事を利用することが調理上、また、時間的に困難な

場合には、以下に述べる方法が便利である。

主食の分量はr離乳の基本」6》のr付表」に示された

ものを用いる。副食は離乳後期（10か月）の献立を作成

し（副食の栄養基準は表4に示した10か月の一食の基準

量から主食の栄養量を差し引いた値。すなわち、エネル

ギー：104kca1、たんぱく質：4．6g）、これを基準にし

て離乳初期には離乳後期（10か月）の副食の1／3～1／2

量を供与し、漸次その量を2／3、3／4、全量へと増やす

方法で、これで結構上手に離乳を進めることができる。

この方法は過去において病院や乳児院における集団離乳

法として用いられ1η、成功を収めている。

実際の献立作成は、最小月齢児が使用できる食品を基

盤に展開する。そして調理の際に調理形態をそれぞれの

時期にあわせて変化させる方法である。その一例を表6

に示す。

2）1～2歳、3～5歳児の献立を基に作成する場合

　この方法は離乳期乳児が全月齢に散在せず、しかも、

1～2歳、3～5歳児食から調整した方が便利な場合で
ある。

　（1）離乳食献立作成上の区分の設定

　保育所において合理的な献立作成を行うために、離乳

の開始から完了に至るまでの間をどのように区分するか

が問題である。保育所における離乳進行上の区分8》をみ

ると、4～12か月の間を3段階に区分している所が最も

多く64。0％、2段階が7．7％、1か月単位が6．5％、そ

の他2L7％であった。そこで、3段階区分を基に献立作

成の方法を検討した。この場合、第1段階目の区分の月

齢は5か月、2段階目は7か月、3段階目は9～10か月

としている所が多かった。それにr離乳の基本」6》にお

いて設定されている完了期を組み合わせればよい。

　（2）献立作成の実際

筆者らの調査によると吻、大部分の保育所では1～

2歳児と3～5歳児とでは共通の献立を用い、1～2歳

児は3～5歳児に比べ副食量を減量して供与していると

ころが多かった。合理的に離乳食の献立作成や調理作業

を進めるためには、1～2歳児および3～5歳児の献立

や食材に合わせることが望ましいと思われる。そこで、

3～5歳児の献立を基に離乳食献立の作成の展開を試み

たので、その方法を以下に述べる。

①離乳食を供与する時刻を設定する…保育所で離乳食

を1回供与する場合には一般に午前中が多い。しかし、

調理の段取りや保育者の状況で午後の方が都合がよく、

また、乳児もそれに対応ができむばこれでも差し支え

ないと考える。

②離乳食に使用することができる献立と食材をチェッ

クする…離乳各期に使う食品の進め方はr離乳の基本」

6》に準じる。しかし、乳児の月齢により、1～2歳や3

～5歳児食に使用している食品や献立を用いることが不

可能な場合には、その月齢児に適する食品で代替して料

理名や食材を変更する。

③献立名、材料、分量を検討して決定する…食品構成

を基に分量を決める。食品構成例は改定r離乳の基本」

6》に示されている付表に従う。

④乳児の哺乳量を考慮し、食後に与える乳量を決める

⑤栄養価計算を行い、表3に示した栄養給与目標に照

合する。

（3）献立例

紙面の関係で献立例は省略するが、その具体例は文献

（No．13）を参照されたい。
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IV．結論

厚生省では保育所における1～2歳児、3～5歳児の

栄養給与目標に関する詳細な通知を出している力斗零歳

児については明確な目標は示していない。しかし、これ

までの調査から、零歳児の食事の供与には種々の問題の

あることが提起されている。そこで、改定r離乳の基本

」を基に、保育所における零歳児の離乳の進め方と食事

基準の検討を行い、それに基づいた合理的な献立作成の

方法を勘案した。これらの結果は保育所における零歳児

の栄養管理に役立つものと思われる。
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表1　保育所における授乳および離乳食時刻と望ましい喫食量（比率）

区　分 大体の時刻（時） 6 7 10 12 14 15 18 19 22

乳　児

～4

か月

乳汁・果汁 乳 乳 果汁 乳 乳 乳

配分比率（％） 20 20 ± 20 20 20

保育所での喫食率（％） 2－D　　　40＋果汁

初　　期

乳汁・離乳食・果汁 乳 食事・乳 果汁 乳 乳2） 乳

配分比率（％） 17 23 5 17 18 20

保育所での喫食率（％） 拗％1）　　　40＋果汁（5）

中　　期

離乳食・乳汁・果汁 乳 食事・乳 果汁 乳 食事・乳 乳

配分比率（％） 15 25 5 15 25 15

保育所での喫食率（％） 拗％n　　　40＋果汁（5）

後　　期

離乳食・乳汁・果汁 朝食 果物 昼食 乳 夕食 乳

配分比率（％） 20 5 253） 154） 20 15

保育所での喫食率（％） 徽撒n40＋果物（5）
完了期

食事・間食 朝食 間食 昼食 間食 夕食 乳

配分比率（％） 25 55） 30 156） 25 ±

保育所での喫食率（％） 1）50

注1）：斜線の部分は保育所での喫食部を示す

　2）：6か月から離乳食と乳汁とする

　3）：3回食に移行して1か月位は、食後に乳汁を与える

　4）：3回食が軌道にのる10か月以降では、児の食欲に応じて乳児用菓子類を添えてもよい

　5）：離乳後期または1～2歳児の間食を利用する

　6）：1～2歳児の間食を利用する
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表2　月齢別総エネルギーおよびたんぱく質所要量

月　齢 体　重n 栄養所要量 1日の所要量

（か月） （kg） エネルギー たんぱく質 エネルギー たんぱく質

（kcal） （9） （kcal） （9）

5～ 7．49 110±15 2．4±0。2 740（660～825）3｝ 19．5（18．4～2L3）3⊃

6～ 7．81 100±10 2．8±0．2 780（695～860） 20．9（19．6～22．7）

7～ 8．09 〃 〃 810（725～895） 22．0（20．7～23．8）

8～ 8．35 〃 〃 835（750～925） 23．1（2L6～24．9）

9～ 8．59 〃 〃 855（775～950） 24．0（22．4～25．8）

10～ 8．82 〃 〃 875（795～975） 24．9（23．0～26．6）

11～ 9．04 〃 〃 890（815～995） 25．6（23．6～27．3）

12～ 9．15 〃 〃 905（830～1015） 26．3（24．0～27．9）

18 10．32 9402） 302） 940 30

注1）

　2）

　3）

：平成12年（2000年）における乳幼児の体重推計値（男女の平均値）

：第五次改定日本人の栄養所要量

：エネルギーおよびたんぱく質所要量の変動幅を示す

表3　保育所での栄養給与目標（概量）

区分 月齢 保育所での

喫食率

エネルギー
（kcal）

たんぱく質
　（9）

離乳初期 56 45（％）

5．

330（300～370）

50（315～390）

8．8（8．3～9．6）

．4（8．8～10．2）

離乳中期
78 45

5

365（325～405）

75（340～415）

10．0（9．3～10．7）

0．4（9．7～1L2）

離乳後期
91011 45

545

385（350～430）

95（360～440）

00（365～450）

10．8（10．1～11．6）

1．2（10．4～12．0）

L5（10．6～12．3）

離乳

完了期

12

8

50

0

455（415～510）

70

13．2（12．0～14．0）

5．0
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表4　保育所における食事、乳汁量、間食に関する基礎資料

月 給与目標① 1食の基準n② 果　汁2》③ 乳汁由来の ④の栄養量に

栄養量④ 相当する乳汁

齢 エネルギ た磁く質 エネルギ たんばく質 量 エネルギ た磁く質 エネルギー た臆く質 （m1）

（kca1） （9） （kca1） （9） （m1） （kcal） （9） （kcal） （9）

5 330 8．8 60 2．2 50 24 0．2 246 6．4 360～4003》

6 350 9．4 72 2．7 60 28 0．2 250 6．5 370～4103｝

7 365 10．0 108 4．0 70 33 0．2 224 5．8 330～3603，

8 375 10．4 129 5．0 80 38 0．2 208 5．2 305～3253》

9 385 10．8 149 5．2 80 38 0．2 198 5．4 290～3403》

10 395 11．2 175 6．0 80 38 0．2 182 5．0 270～3153》

11 400 11．5 190 6．3 100 47 0．3 163 4．9 240～3053》

12 455 13．2 212 6．3 100 47 0．3 196 6．6 280～3304｝

18 470 15．0 238 7．4 100 47 0．3 185 7．3 250～3104》

注1）：改定r離乳の基本」実際編

　2）：改定r離乳の基本J策定時の資料

　3）：育児用ミルクのエネルギー、たんぱく質量を用いて算出

　4）：牛乳のエネルギー、たんぱく質量を用いて算出

表5　保育所における食事、乳汁量、間食の枠組み

月齢

大体の時刻
10 12 14 15

5　　6

離乳食＋乳汁180ml1》

〃　＋〃　　160謡n

果汁50m1

　60m1

乳汁200ml1》

　　200m11｝

〃　＋〃　　140m1！）

　＋〃　　120m11》

〃　70m1

　80m1

〃　　200m11）

　　200m11》

果物または　果汁80m1

　　　　　〃　　80ml

　　　　〃　100ml

離乳食＋乳汁100認！，

乳食＋（乳汁）n2》

乳食

乳汁200mll》

　　200m1量》3，

　200mll，3》

〃　　　　〃　100m1

　　　　　　　　〃　　100m1

昼　食

　食

乳汁180m14，・間食5》

　　180m14》・〃

注1）：育児用ミルクを使用し、乳汁量は児の食欲に応じる

　2）：必ずしも与えなくてもよい。次第に止める方向へ進める

　3）：乳児用菓子または果物で30kca1程度のものを添えてもよい

　4）：牛乳を使用する

　5）：90kca1程度のものを添える（1～2歳児の間食を利用する）
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表6　保育所における集団離乳法の一例

月齢 乳　　　汁n

量と回数）

離　乳　食 果汁等

主　　食2） 副　食

5 180ml×1，200ml×1 10倍がゆ　309 副食　1／2 50ml

6 160ml×1，200ml×1 7倍がゆ　409 副食　1／2 60ml

7 140ml×1，200ml×1 全がゆ　　　50g 副食　　2／3 70m1

8 120ml×1，200ml×1 全がゆ　　80g 副食　3／4 80ml

9 100ml×1，200ml×1 硬がゆ　　709 副食　　全 果物または果汁

10 200ml×1 硬がゆ　　1009 副食　　全 果物等5》

11 200ml×1 軟飯　　　809 副食　　全3） 果物等5）

12 180ml×1 軟飯　　　909 副食　　全4） 果物、間食等6）

18 180ml×1 ご飯　　　809 副食　11／4 果物、間食等6）

注1）：一応の目安である。12か月未満は育児用ミルクを、12か月以降は牛乳等を

　　使用し、乳汁量は児の状況により調節する。

2）：主食は米を用いて示したが、パンや麺類に変えてもよい。

　3）：10か月児よりも野菜・果物類を多少多めに盛りつける

4）：10か月児よりも芋類、野菜・果物類を多少多めに盛りつける

　5）：乳児用菓子などを添えてもよい（30kcal程度のもの）

6）：1乍2歳児食の間食を利用（90kcal程度のもの）
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